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回覧
“社会を明るくする運動”
~犯罪や非行を防止し、立ち直りを支える地域のチカラ~

の推進に当たってのお願い

“社会を明るくする運動”は、全ての国民が、犯罪や非行の防

止と、あやまちを犯した人の立ち直りについて理解を深め、そ

れぞれの立場において力を合わせ、犯罪や非行のない安全で安

心な地域社会を築くための全国的な運動です。

安全で安心な国づくりのためには、犯罪や非行からの立ち直

りに取り組む人たちを再び地域に受け入れ、地域の中で適切な

「仕事」や「居場所」を確保することなどにより、責任ある社

会の一員となるよう支え、誰もが「更生」できる社会を構築す

ることが重要です。

こうした更生保護の取組には長い歴史があります。

そして再犯の防止等の推進に関する法律に基づき策定された

「再犯防止推進計画」を更に着実に実施し、再犯防止に向けた

取組を強力に推進するためには、更生保護の諸活動を一層充実

させることが重要です。

国民の皆様には、“社会を明るくする運動”と再犯防止に向

けた取組の社会的意義を御理解いただき、犯罪のない幸福な社
あわせ

会づくりに取り組む決意のしるしである「幸福の黄色い羽根」

のもと、様々な分野から、多くの方々に御参加いただきますよ

う御協力をお願いします。
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伊豆中央地区保護司会「伊豆中央地区保護司会」は伊豆中央警察署管内保護司会の広報誌です
時代の流れ

静岡保護観察所沼津駐在官事務所保護観察官
石田 修彦先日、最近まで暴走族に入っていたという少年を担当することになりました。暴走族という言葉、久しぶりに目にしました。当職が保護観察官になった平成9年頃の記憶では、暴走族の少年が集団で捕まると、家庭裁判所も保護観察所も大忙しとなり、次々に保護観察の決定がなされてきました。当時は、事件数も多く、保護観察事件を5件くらいお持ちの先生がいたことも記憶しております。しかし、最近では、暴走族だけではなく、シンナーの対象者もまったく見ることがなくなりました。時代の流れだなぁとつくづく思う今日この頃です。

現在、事件数も減っており、保護司の先生
·伊豆中央地区保護司会

広報部
(伊豆の国市・伊豆市)

第44号が保護観察の担当をする機会も減っている現状がございますが、当職としては、事件を担当したことのない保護司の先生には、なるべく経験のある先生と複数で担当をしていただき、経験を積んでいただこうと考えております。当職からご依頼の連絡がございましたら、よろしくお願いいたします。
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協力雇用主の現状

現在、全国に約23,000の協力雇用主がいらっ

しゃいますが、実際に犯罪や非行をした人を雇用

してくださっている事業主は、そのうち約1,500

にとどまっています。

また、建設業、サービス業、製造業が全体の約

8割を占めるとともに、従業員規模100人未満の

事業主が全体の約8割を占めています。

犯罪や非行をした人の円滑な社会復帰・職場

定着のためには、事業主の方々との適切なマッチ

ングが重要です。そのため、幅広い業種の事業主

の方々にご登録いただきたいと考えています。






